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「開口分泌」は、神経伝達物質の放出やホルモンの分泌にとどまら
ず、受容体やチャネル/ポンプなどの膜タンパク質の細胞膜上への発
現に必須の、普遍的かつ重要な生命現象です。その最終段階である
細胞膜の融合システムの発見に対して、2013年にはノーベル医学・
生理学賞が授与されています。竹内先生らは、独自に見出したイノ
シトールリン脂質結合タンパク質が、開口分泌時の調節に関与する
ことを見出し、その分子機構の解明を進めています。ここでは、開
口分泌の研究に特徴的なアッセイ法のいくつかを紹介しながら、得
られた成果について紹介して頂く予定です。
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